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は
じ
め
に

　
第
二
次
大
戦
中
、
日
本
は
戦
争
の
拡
大
に
伴
う
労
働
力
の
極
端

な
不
足
を
補
う
た
め
に
、
約
四
万
人
の
中
国
人
を
日
本
全
国
各
地

に
強
制
連
行
し
た
。
苛
酷
な
重
労
働
と
虐
待
に
よ
っ
て
そ
の
う
ち

の
七
〇
〇
〇
人
近
く
が
亡
く
な
っ
た
。
敗
戦
直
後
、
そ
れ
ら
の
中

国
人
の
ほ
と
ん
ど
は
帰
国
し
た
が
、
亡
く
な
り
た
人
の
遺
骨
が
多

数
日
本
に
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
華
僑
、
日
本
民
間
人
の
有
志
、

在
日
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
中
国
人
遺
骨
送
還
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
で
は
一
九
五
三
年
か
ら
六
四
年
ま
で
二
一
年
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
中
国
人
の
遺
骨
送
還
運
動
の
過
程
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
歴
史
的
意
義
を
考
察
し
た
い
。
台
湾
と
の

「
日
華
平
和
条
約
」
調
印
の
翌
年
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
は
、
中
日

関
係
が
決
定
的
に
悪
化
し
た
中
で
展
開
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
運
動
は
当
時
中
国
と
国
交

の
な
か
っ
た
日
本
の
各
地
で
国
民
運
動
と
し
て
一
九
七
二
年
の
国

交
正
常
化
に
至
る
二
七
年
間
の
半
ば
近
く
の
長
い
期
問
に
わ
た
っ

て
展
開
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
国
際
的

に
も
特
異
な
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
運
動
は
ど
の
よ
う
な
背

景
で
発
生
し
た
か
、
そ
の
後
日
本
政
府
お
よ
び
国
民
党
駐
日
大
使

館
と
の
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
、
中
日
国
交
回
復

に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
な
ど
に
つ
い
て
本
稿
で
は

明
ら
か
に
し
た
い
。
．

　
中
国
で
は
、
中
日
関
係
を
論
ず
る
書
物
の
中
で
、
中
国
人
遺
骨

送
還
運
動
に
触
れ
る
も
の
は
少
な
く
、
ご
く
簡
単
な
説
明
程
度
の

も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
張
喧
編
著
『
当
代
中
日
関
係
四
十
年
』
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（
時
事
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
は
、
経
済
問
題
に
重
点
が
置
か

れ
て
い
る
た
め
、
遺
骨
送
還
の
記
述
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
し
か
も

九
次
の
送
還
の
う
ち
第
一
、
三
、
七
次
し
か
取
り
扱
っ
て
い
な
い
。

楊
考
臣
主
編
『
中
日
関
係
史
綱
』
（
上
海
外
語
教
育
出
版
社
、
一

九
八
七
年
）
は
、
中
国
人
強
制
連
行
お
よ
び
遺
骨
調
査
の
こ
と
を

簡
単
に
説
明
し
て
い
る
が
、
遺
骨
送
還
に
つ
い
て
は
第
一
次
に
し

か
触
れ
て
い
な
い
。
葛
新
『
中
日
友
好
史
略
』
（
学
林
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）
は
、
戦
争
中
日
本
に
連
行
さ
れ
た
中
国
人
の
遺
骨

三
干
柱
を
中
国
に
送
還
し
た
と
、
た
だ
史
実
を
伝
え
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
林
代
昭
『
戦
後
中
日
関
係
史
（
一
九
四
五
－
一
九
九

二
）
」
（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
と
呉
学
文
他
著
『
当

代
中
日
関
係
（
一
九
四
五
／
一
九
九
四
）
』
（
時
事
出
版
社
、
一
九

九
五
年
）
は
、
ほ
と
ん
ど
葛
新
の
著
書
と
内
容
的
に
重
複
し
て
お

り
、
独
自
の
考
察
は
行
っ
て
い
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
従
来
の

研
究
で
は
中
国
人
遺
骨
送
還
運
動
を
中
日
友
好
交
流
活
動
の
中
の

一
環
と
し
て
簡
単
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
、
中
日
友
好
関
係
史
の

中
で
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
考
察
し
て
い
な
い
。

　
以
上
の
問
題
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
中
国
人
遺
骨
送
還
を
中
心

に
中
日
国
交
正
常
化
前
の
友
好
交
流
の
実
態
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

中
国
人
遺
骨
送
還
運
動
の
背
景

1
、
日
中
友
好
協
会
の
成
立

　
中
国
人
遺
骨
調
査
、
送
還
は
、
日
中
友
好
協
会
な
ど
を
中
心
に

行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
本
論
の
前
提
と
し
て
、
同
協
会
が
ど
の

よ
う
な
背
景
で
成
立
し
た
・
か
、
そ
こ
に
当
時
の
日
本
国
民
の
対
中

国
意
識
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
た
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
日
に
中
華
人
民
共
和
国
が
樹
立
さ
れ
た
。

そ
の
二
日
前
の
九
月
二
九
日
、
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
第
一
回

全
体
会
議
で
発
表
さ
れ
た
「
共
同
綱
領
」
は
、
友
好
的
な
外
国
政

府
と
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
各
国
政
府
お
よ
び
人
民
と
通
商
貿
易

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

を
回
復
し
発
展
さ
せ
る
、
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た
。
こ
こ
に
は
中

国
政
府
が
積
極
的
に
各
国
の
政
府
お
よ
ぴ
人
民
と
友
好
関
係
を
結

ぷ
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
応
ず
る
か
の
よ
う
に
日
本
国
民
の
中
に
戦
争
に
対
す
る

反
省
と
戦
争
責
任
者
の
追
究
の
機
運
が
起
こ
っ
た
。
敗
戦
直
後
の

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
す
で
に
戦
争
責
任
の
追
究
、
軍
国
主
義
の

打
倒
、
民
主
主
義
の
実
現
な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
た
。

『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
「
戦
争
責
任
果
た
し
て
如
何
」
は
、
「
国
民
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を
大
戦
争
の
渦
中
に
投
じ
た
我
が
国
指
導
者
の
責
任
こ
そ
、
こ
の

際
、
十
分
に
糺
明
せ
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
ヶ
」
と
指
導
者
の

戦
争
責
任
を
追
及
し
、
さ
ら
に
戦
争
協
力
者
全
体
の
責
任
を
指
摘

し
た
う
え
で
「
結
集
さ
れ
た
国
民
の
力
を
加
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て

の
み
、
好
戦
的
、
専
制
的
、
強
圧
的
、
非
国
民
的
諸
勢
力
の
絶
滅

が
期
し
得
ら
れ
、
同
時
に
政
治
の
転
換
、
刷
新
が
成
就
さ
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
あ
る
」
と
、
国
民
運
動
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
ま
た
、
少
し
後

に
は
「
大
陸
政
策
が
犯
し
た
誤
謬
を
精
細
に
検
討
し
、
率
直
に
反

省
し
、
そ
し
て
最
も
謙
抑
な
態
度
を
も
っ
て
、
日
支
の
関
係
の
本

当
の
あ
り
か
た
を
探
求
す
る
こ
と
に
真
剣
に
努
力
す
る
の
で
な

け
れ
ば
、
日
本
の
今
後
の
進
む
べ
き
途
が
拓
か
れ
よ
う
は
ず
は

（
ヨ
）

な
い
」
と
対
中
政
策
の
転
換
を
説
い
た
。
こ
れ
は
国
民
の
意
識
変

化
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
の
国
民
運
動
と
し
て
の
遺

骨
送
還
運
動
の
基
盤
の
存
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
う
た
。
一
方
、

日
本
の
経
済
界
は
敗
戦
に
よ
う
て
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
経
済

を
再
建
す
る
た
め
に
中
国
と
の
貿
易
を
再
開
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

内
戦
に
お
け
る
共
産
党
の
勝
利
が
決
定
的
と
な
っ
た
一
九
四
九
年

五
月
に
「
中
日
貿
易
促
進
会
」
（
後
に
「
日
中
貿
易
促
進
会
」
と

改
称
）
、
「
中
日
貿
易
促
進
議
員
連
盟
」
（
後
に
「
日
中
貿
易
促
進

議
員
連
盟
」
と
改
組
、
改
称
）
を
結
成
し
た
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
中
華
人
民
共
和
国
樹
立
の
わ
ず
・
か
十

日
後
に
日
中
友
好
協
会
の
設
立
準
備
会
が
開
か
れ
、
翌
一
九
五
〇

年
九
月
三
〇
日
、
党
派
を
超
え
る
各
界
各
層
か
ら
な
る
同
協
会
が

正
式
に
結
成
さ
れ
た
。
ま
た
機
関
紙
『
日
本
と
中
国
』
は
す
で
に

同
年
二
月
二
〇
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

九
月
に
中
国
人
遺
骨
の
発
掘
の
た
め
に
最
初
花
岡
の
現
地
に
入
っ

た
人
々
の
中
に
同
協
会
の
人
が
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
に
追
随
し
て

「
吉
田
書
簡
」
（
一
九
五
一
年
一
二
月
）
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
国
民

党
政
府
と
の
関
係
を
強
め
、
中
国
敵
視
政
策
を
と
っ
た
。
特
に
協

会
の
活
動
が
進
む
中
で
、
一
九
五
〇
年
六
月
に
始
ま
る
朝
鮮
戦
争
、

一
九
五
一
年
九
月
の
対
日
単
独
講
和
の
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
」
及
び
一
九
五
二
年
四
月
の
「
日
華
平
和
条
約
」
の
調
印

に
よ
っ
て
、
中
日
関
係
は
決
定
的
に
悪
化
し
た
。
そ
の
こ
と
は
同

協
会
の
活
動
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
、
責
任
者
は
逮
捕
さ
れ
配

布
し
た
中
国
の
新
聞
、
雑
誌
も
押
収
さ
れ
た
が
、
同
協
会
は
方
針

と
し
て
の
中
日
友
好
の
た
め
に
中
国
人
遺
骨
送
還
を
最
後
ま
で
遂

行
し
た
の
で
あ
る
。

2
、
高
良
と
み
な
ど
の
中
国
訪
問

　
敗
戦
直
後
、
日
本
の
経
済
不
況
は
極
め
て
深
刻
で
あ
っ
た
。
産
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業
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
失
業
者
の
増
大
に
加
え
て
食
糧
危

機
も
進
行
し
、
物
資
不
足
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
で
経
済
は
破
綻
寸
前

の
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
で
多
く
の
人
々

の
関
心
を
集
め
た
の
が
中
国
貿
易
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
貿
易
は
、
高
良
と
み
（
国
際
経
済
会
議
日
本
代
表
）
、
帆

足
計
（
中
日
貿
易
促
進
会
代
表
）
、
宮
腰
喜
助
（
中
日
貿
易
促
進

議
員
連
盟
理
事
長
）
の
ソ
連
　
中
国
入
り
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

一
九
五
二
年
四
月
に
モ
ス
ク
ワ
国
際
経
済
会
議
が
開
か
れ
た
が
、

前
年
の
五
一
年
二
一
月
、
同
会
議
発
起
人
の
一
人
で
あ
り
、
当
時

中
国
人
民
銀
行
総
裁
で
あ
っ
た
南
漢
震
か
ら
日
本
の
経
済
人
、
政

治
家
、
学
者
な
ど
へ
参
加
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
こ
の
呼
び
掛

け
に
応
じ
て
、
翌
五
二
年
一
月
に
「
国
際
経
済
懇
話
会
」
が
結
成

さ
れ
た
。
二
月
に
、
南
漢
震
か
ら
は
、
国
際
経
済
会
議
に
お
い
て
、

日
本
代
表
と
如
何
に
し
て
東
亜
の
各
国
貿
易
を
発
展
せ
し
め
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
相
談
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
を

受
け
て
同
懇
話
会
は
、
石
橋
湛
山
（
第
一
次
吉
田
内
閣
蔵
相
・
衆

院
議
員
…
自
由
党
）
、
北
村
徳
太
郎
（
親
和
銀
行
頭
取
・
の
ち
衆

院
議
員
”
改
進
党
）
、
風
見
章
（
元
内
閣
書
記
官
長
・
の
ち
衆
院

議
員
）
、
帆
足
計
な
ど
を
中
心
と
す
る
日
本
代
表
団
を
モ
ス
ク
ワ

会
議
へ
派
遣
す
る
計
画
を
立
て
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
府
は
日
本
人
捕
虜
、
日
本
漁
船
・
漁

夫
が
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
代
表
団
の
旅

券
発
行
を
拒
否
し
た
た
め
、
帆
足
は
高
良
の
協
力
を
求
め
る
こ
と

に
し
た
。
当
時
、
高
良
は
国
会
の
海
外
同
胞
引
揚
げ
特
別
委
員
会

の
委
員
で
あ
っ
た
か
ら
、
ソ
連
の
抑
留
邦
人
と
中
国
在
留
日
本
人

の
問
題
に
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
新
中
国
と
の
貿
易
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
お
よ
び
友
好
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
は
意
欲
的
で
あ

（
5
）

っ
た
。
旅
券
発
行
拒
否
の
問
題
を
打
開
す
る
た
め
に
、
高
良
は
バ

リ
で
開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
国
際
市
民
建
設
奉
仕
団
連
絡
会
議
へ

出
席
す
る
と
の
名
目
で
旅
券
を
取
得
し
、
帆
足
、
宮
腰
二
人
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
農
業
事
情
を
視
察
す
る
と
い
う
名
目
で
や
っ
と
旅

券
を
人
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
三
人
は
よ
う
や
く

国
際
経
済
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
、
中
国
国
際
貿
易
促
進
委
員
会
副
主
席
の

雷
任
民
は
、
中
日
貿
易
に
関
す
る
基
本
的
な
協
議
及
び
実
務
交
渉

の
た
め
高
良
ら
三
人
を
北
京
に
摺
請
し
た
。
占
領
軍
に
よ
る
追
放

命
令
で
何
人
か
の
日
本
共
産
党
員
が
北
京
へ
亡
命
し
た
ケ
ー
ス
を

除
く
と
、
こ
の
三
人
は
、
戦
後
日
本
か
ら
新
中
国
を
訪
れ
た
最
初

の
日
本
人
で
あ
り
、
政
治
家
で
あ
っ
た
。
五
二
年
六
月
、
南
漢
崖

と
日
本
側
三
人
と
の
間
で
、
互
恵
、
平
等
、
平
和
、
友
好
の
原
則
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の
も
と
に
調
印
さ
れ
た
第
一
次
中
日
民
間
貿
易
協
定
は
、
「
国
際

経
済
会
議
の
根
本
精
神
で
あ
る
互
恵
平
等
、
民
族
の
独
立
尊
重
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

内
政
不
干
渉
、
世
界
平
和
主
義
に
立
つ
意
義
あ
る
歴
史
的
協
定
」

で
あ
る
と
高
く
評
伍
さ
れ
た
。

　
高
良
ら
三
人
似
北
京
訪
問
は
、
中
日
貿
易
の
道
を
切
り
開
い
た

ば
か
り
で
は
な
く
、
中
日
両
国
の
友
好
往
来
の
道
を
も
開
い
た
の

で
あ
る
。
そ
の
道
に
沿
っ
て
、
中
国
在
留
日
本
人
の
引
揚
げ
、
中

国
人
遺
骨
送
還
が
実
現
さ
れ
、
各
領
域
に
わ
た
る
交
流
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

3
、
中
国
在
留
日
本
人
の
引
揚
げ

　
戦
争
中
お
び
た
だ
し
い
数
の
日
本
人
が
中
国
に
渡
り
、
戦
後
そ

の
大
多
数
は
日
本
に
帰
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
引
揚
げ
作
業

が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
中
国
の
内
戦
が
始
ま
っ
た
た
め
、
帰
国
は

中
止
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
多
く
の
人
々
は
そ
の
ま
ま
中
国
に

残
さ
れ
た
。
新
中
国
が
成
立
し
た
後
、
前
述
の
よ
う
に
日
本
政
府

は
中
国
を
敵
視
す
る
政
策
を
と
っ
た
た
め
、
中
日
両
国
は
戦
争
状

態
の
ま
ま
で
あ
り
、
日
本
人
の
帰
国
問
題
に
つ
い
て
直
接
的
な
対

話
は
困
難
で
あ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
中
友
好
協
会
の
斡
旋
で
東
京
在
住
の
吉
中

史
江
の
中
国
に
残
留
し
た
夫
の
消
息
が
判
明
し
た
記
事
が
『
東
京

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

新
聞
』
に
発
表
さ
れ
た
翌
日
、
肉
親
の
安
否
を
尋
ね
る
日
本
の
留

守
家
族
が
同
協
会
に
殺
到
し
た
と
い
う
。
こ
の
問
題
を
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
。

　
一
九
五
〇
年
夏
、
赤
十
字
社
連
盟
の
役
員
会
が
モ
ナ
コ
の
モ
ン

テ
カ
ル
ロ
で
開
か
れ
た
際
、
日
本
は
戦
後
初
め
て
正
式
代
表
を
送

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
中
日
民
問
人
の
直
接

的
な
対
話
の
機
会
が
生
ま
れ
た
。
パ
ー
テ
ィ
の
席
上
で
、
在
中
国

日
本
人
の
実
情
を
調
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
日
本
赤
十
字
社
社
長
の

島
津
忠
承
の
依
頼
に
対
し
中
国
紅
十
字
会
会
長
の
李
徳
全
が
協
力

　
　
　
（
8
）

を
約
束
し
た
。
一
九
五
二
年
＝
一
月
中
国
政
府
は
在
留
日
本
人
の

実
情
を
伝
え
る
と
と
も
に
帰
国
問
題
の
解
決
に
協
力
す
る
こ
と
を

北
京
放
送
を
通
し
て
伝
え
た
。
そ
こ
で
は
三
万
人
の
日
本
居
留
民

が
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
帰
国
希
望
者
に
関
す
る
具
体
的
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
「
日
本
側
の
適
当
な
機
関
、
ま
た
は
人
民
団

体
が
代
表
を
派
遣
し
、
中
国
赤
十
字
社
（
中
国
紅
十
字
会
）
と
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

体
的
に
話
し
合
っ
て
解
決
す
れ
ば
い
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
し
た
が
い
、
日
本
赤
十
字
社
、
日
中
友
好
協
会
、
日
本

平
和
連
絡
会
の
い
わ
ゆ
る
帰
国
三
団
体
と
中
国
紅
十
字
会
と
の
間

に
、
一
九
五
三
年
三
月
に
は
「
日
本
人
居
留
民
帰
国
問
題
に
関
す

る
合
同
コ
、
ミ
ュ
ニ
ケ
」
が
北
京
で
成
立
し
、
帰
国
に
関
す
る
具
体
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的
問
題
に
つ
い
て
協
定
が
結
ぱ
れ
た
。
三
団
体
代
表
の
高
良
は
、

旅
券
の
発
給
拒
否
事
件
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
新

中
国
行
き
の
旅
券
を
出
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
政
府
が
は
じ

め
て
発
行
し
た
中
国
国
名
を
明
記
し
た
、
し
か
も
公
用
旅
券
を
使

っ
て
訪
中
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
三
月
か
ら
第
一
次
中

国
在
留
日
本
人
の
引
揚
げ
が
始
ま
り
、
一
九
五
八
年
七
月
の
第
二

一
次
ま
で
に
、
合
計
三
四
八
二
九
人
の
引
揚
げ
が
実
現
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
侵
略
で
罪
が
問
わ
れ
、
後
に
中
国
政
府

の
寛
大
政
策
に
よ
っ
て
起
訴
が
免
除
さ
れ
釈
放
さ
れ
た
日
本
人
戦

犯
一
〇
三
二
人
も
紅
十
字
会
の
援
助
で
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
そ
の
後
の
中
国
人
遺
骨
送
還
が
国
民
運
動
と
し
て
行
わ
れ

る
た
め
の
確
固
と
し
た
基
礎
を
定
め
た
と
い
え
よ
う
。

二
　
中
国
人
遺
骨
の
調
査
活
動

1
、
遺
骨
の
発
見

　
敗
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
六
月
三
〇
日
に
秋
田
県
花
岡
町
（
現

大
館
市
）
の
鹿
島
組
（
現
鹿
島
建
設
株
式
会
社
）
花
岡
事
業
場
に

連
行
さ
れ
た
中
国
人
は
、
苛
酷
な
重
労
働
と
補
導
員
の
残
酷
な
虐

待
に
耐
え
切
れ
ず
、
臥
謹
（
労
工
大
隊
長
）
の
指
揮
下
に
抗
日
暴

動
を
起
こ
し
た
。
結
局
、
百
人
以
上
の
中
国
人
が
虐
殺
さ
れ
た
。

だ
が
、
米
軍
が
秋
田
に
進
駐
し
た
後
、
事
件
が
明
る
み
に
出
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
日
本
側
の
事
件
関
係
者
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
法

会
議
に
よ
っ
て
戦
犯
と
し
て
絞
首
刑
を
含
む
刑
を
科
さ
れ
た
。
花

岡
事
件
は
中
国
人
強
制
連
行
に
関
し
て
B
C
級
裁
判
に
よ
っ
て
判

決
が
下
さ
れ
た
数
少
な
い
事
件
の
一
つ
で
あ
る
。

　
日
本
敗
戦
後
、
連
行
さ
れ
た
中
国
人
は
ほ
と
ん
ど
中
国
に
送
還

さ
れ
た
が
、
日
本
で
亡
く
な
っ
た
者
の
遺
骨
は
そ
の
ま
ま
労
働
現

場
に
残
さ
れ
、
あ
る
い
は
寺
な
ど
で
保
管
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日

本
政
府
は
遺
骨
収
集
の
責
任
を
回
避
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
こ
の
問
題
は
民
間
人
の
手
で
処
理
す
る
ほ
か
は
な
か
う
た
。

　
一
九
四
九
年
八
月
頃
、
花
岡
の
朝
鮮
人
金
一
秀
は
現
地
に
中
国

人
の
遭
骨
が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
を
東
京
華
僑
総
会
に
知
ら
せ
た
。

当
時
、
華
僑
総
会
呉
修
竹
常
任
理
事
は
中
国
人
の
遺
骨
が
日
本
各

地
に
散
在
し
、
大
規
模
な
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た

　
（
加
）

と
い
う
。
そ
の
後
、
華
僑
総
会
の
留
日
華
僑
民
主
促
進
会
の
人
々

が
調
査
に
着
手
し
、
同
時
に
国
民
党
の
駐
日
代
表
団
に
、
日
本
政

府
を
し
て
中
国
人
の
遺
骨
を
収
集
さ
せ
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
同

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

代
表
団
に
拒
絶
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
国
民
党
が
「
反

攻
大
陸
」
（
大
陸
を
取
り
戻
す
）
を
呼
び
か
け
て
い
る
最
中
で
あ

っ
た
。
そ
の
機
関
紙
『
中
央
日
報
』
は
、
一
九
五
〇
年
元
旦
の
ト
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ツ
プ
記
事
で
「
全
国
同
胞
が
み
な
心
を
一
つ
に
し
て
最
後
ま
で
共

産
党
に
反
対
す
る
と
総
裁
（
蒋
介
石
）
が
呼
び
か
け
る
」
と
訴
え

て
い
た
。
一
方
、
共
産
党
の
機
関
紙
『
人
民
日
報
』
は
、
同
日
の

社
論
で
「
中
国
人
民
は
一
九
五
〇
年
に
行
わ
れ
る
べ
き
任
務
が
台

湾
、
チ
ベ
ッ
ト
、
海
南
島
を
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
、
全
国

に
呼
ぴ
か
け
、
国
民
党
と
激
し
く
対
立
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
国
民
政
府
に
は
、
中
国
人
遺
骨
問
題
で
日
本
政
府
を

追
及
す
る
こ
と
が
単
独
講
和
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
と
い
う
判
断
お

よ
び
中
国
に
遺
骨
を
送
還
す
る
こ
と
で
新
中
国
と
の
交
流
が
活
発

化
し
て
共
産
党
の
影
響
力
が
増
大
す
る
こ
と
に
対
す
る
警
戒
感
が

あ
っ
た
。
新
中
国
の
成
立
に
よ
っ
て
分
裂
し
た
華
僑
総
会
の
中
の

新
共
産
党
系
の
民
主
促
進
会
主
導
の
遺
骨
収
集
に
対
す
る
国
民
党

駐
日
代
表
団
の
態
度
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
い
た
。
ま

た
、
留
日
華
僑
総
会
は
日
本
の
国
会
お
よ
び
政
府
に
も
要
求
書
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

出
し
た
が
、
結
果
が
出
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
在
日
華
僑
、
日
本
の
民
間
人
、
在
日
朝
鮮
人
の
協
力

に
よ
っ
て
中
国
人
遺
骨
の
発
掘
、
調
査
が
始
め
ら
れ
た
。
こ
う
し

て
、
花
岡
の
調
査
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
事
実
が
広
く
全
国
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
長
野
県
木
曾
谷
、
秋
田
県

船
川
、
新
潟
港
、
神
奈
川
与
瀬
ダ
ム
、
京
都
大
江
山
、
ま
た
北
海

適
の
各
地
で
も
俘
虜
虐
待
の
事
実
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
『
日
本
と
中
国
』
は
、
創
刊
号
で
早
く
も
、
「
速
や
か
に
真
相
究

明
－
納
骨
送
還
の
促
進
へ
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
、
花
岡
の
問

題
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
国
会
衆
議
院
外
務
委

員
会
に
お
い
て
も
こ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
一
九
五
〇
年

四
月
三
日
、
聴
濤
克
巳
（
共
産
党
）
委
員
が
、
前
述
の
華
僑
総
会

の
要
求
書
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
高

橋
政
府
委
員
は
「
法
務
府
で
こ
う
い
う
事
情
を
聞
き
ま
し
て
か
ら
、

さ
っ
そ
く
秋
田
地
方
検
察
庁
か
ら
人
を
派
し
て
現
場
に
行
っ
て
調

べ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
そ
の
事
件
の
い
ろ
い
ろ
な
経
過
も
調

べ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
…
－
こ
の
問
題
が
終
戦
当
時
、
占
頷
軍

当
局
に
お
い
て
軍
事
裁
判
に
お
い
て
処
理
し
た
…
…
。
（
現
場
模

様
に
つ
い
て
）
現
在
非
常
に
雪
の
深
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
お
話

の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
た
だ
い
ま
で
は
ち
ょ
っ

と
調
査
が
で
き
な
い
」
と
答
え
、
ま
た
今
後
調
査
を
継
続
す
る
か

ど
う
か
の
質
間
に
対
し
「
現
場
の
模
様
に
つ
き
ま
し
て
は
調
査
し

　
　
　
　
　
（
肥
）

た
い
」
と
答
え
た
。
そ
れ
は
、
中
国
人
遺
骨
問
題
に
つ
い
て
の
国

会
に
お
け
る
最
も
早
い
時
期
の
議
論
で
あ
り
、
こ
の
問
題
が
政
府

も
直
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
調
査
し
た
い
と
い
う
答
弁
を
し
た
が
、
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そ
の
後
実
質
的
な
措
置
を
取
っ
て
い
な
い
こ
と
が
遺
骨
送
還
の
経

過
か
ら
判
明
し
た
。

　
一
九
五
〇
年
一
一
月
、
華
僑
総
会
主
催
の
最
初
の
慰
霊
祭
で
あ

る
花
岡
殉
難
者
慰
霊
祭
が
中
、
日
、
塑
二
国
民
の
協
力
の
も
と
で

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
当
日
、
浅
草
本
願
寺
の
地
下
室
や
近
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

小
学
校
に
相
当
数
の
武
装
警
官
隊
が
隠
れ
て
、
会
場
を
監
視
し
た
。

国
民
政
府
駐
日
代
表
団
の
人
が
「
話
す
必
要
は
も
う
な
い
！
　
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

去
の
こ
と
が
す
べ
て
過
ぎ
去
っ
た
の
だ
！
」
と
、
花
岡
事
件
生
存

者
の
劉
智
渠
の
挨
拶
を
妨
害
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
こ
う
し
た
妨

害
の
裏
に
は
多
く
の
政
治
問
題
が
絡
ん
で
い
た
。

2
、
「
外
務
省
報
告
書
」

　
敗
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
二
月
、
「
近
く
来
朝
ヲ
予
想
セ
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
）

ル
中
国
側
調
査
団
ヘ
ノ
説
明
二
備
エ
ル
目
的
」
で
日
本
の
外
務
省

管
理
局
は
、
中
国
人
を
労
役
し
た
全
事
業
場
に
向
け
て
「
事
業
場

報
告
書
」
の
作
成
と
提
出
を
求
め
、
三
月
一
日
付
で
同
報
告
書
に

基
づ
く
「
華
人
労
務
者
就
労
事
情
調
査
報
告
書
」
（
略
称
「
外
務

省
報
告
書
」
）
を
作
成
し
た
。

　
「
外
務
省
報
告
書
」
は
「
第
一
部
移
入
、
配
置
及
送
還
事
情
」

（
第
一
分
冊
）
、
「
第
二
部
死
亡
・
疾
病
・
傷
害
及
関
係
事
情
」

（
第
二
分
冊
）
、
「
第
三
部
就
労
事
情
、
紛
争
及
就
労
成
果
」
（
第

三
分
冊
）
、
「
別
冊
事
業
場
概
要
」
、
「
要
旨
」
な
ど
五
冊
、
総
計

六
四
六
頁
に
及
ぷ
も
の
で
、
中
国
人
強
制
連
行
に
関
す
る
最
も
基

本
的
な
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
連
行
さ
れ
た
人
数
か
ら
使
役

さ
れ
た
業
種
、
事
業
場
の
所
在
地
な
ど
は
記
述
さ
れ
て
お
り
、
後

述
の
中
国
人
遺
骨
調
査
、
送
還
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
こ
の
報
告
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
中
国
人
遺
骨
調
査
の
人
々
の

手
に
入
う
た
か
、
東
京
華
僑
総
会
、
陳
煽
旺
名
誉
会
長
は
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
る
。

　
　
　
外
務
省
は
…
…
す
べ
て
焼
却
す
る
よ
う
命
じ
た
と
い
う
。

　
　
し
か
し
、
幾
人
か
の
調
査
員
は
、
フ
一
れ
だ
け
の
資
料
を
葬

　
　
り
去
る
の
は
忍
び
な
い
。
将
来
い
つ
か
は
世
に
問
わ
ね
ば
な

　
　
ら
な
い
」
と
、
焼
却
し
た
ふ
り
を
し
て
ひ
そ
か
に
持
ち
出
し
、

　
　
・
・
…
東
京
華
僑
総
会
に
「
実
は
こ
う
い
う
資
料
が
あ
る
が
、

　
　
そ
ち
ら
で
責
任
を
持
っ
て
保
管
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、

　
　
打
診
し
て
き
た
。
華
僑
総
会
に
と
う
て
は
、
自
分
た
ち
の
国

　
　
の
苦
難
の
歴
史
を
記
し
た
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
無
論
、
異

　
　
存
は
な
い
。
「
是
非
い
た
だ
き
た
い
」
と
答
え
…
…
膨
大
な

　
　
資
料
は
、
人
目
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
…
…
何

　
　
回
に
も
分
け
て
…
・
・
東
京
華
僑
総
会
に
ひ
そ
か
に
運
び
こ
ま

　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
れ
た
。
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そ
れ
は
ち
上
う
ど
花
岡
の
中
国
人
遺
骨
が
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
、

華
僑
総
会
を
中
心
と
す
る
調
査
が
始
ま
っ
た
一
九
五
〇
年
の
始
め

頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
各
地
の
労
働
現
場
の
遺
骨
が

続
々
と
発
見
さ
れ
て
、
多
数
の
遺
骨
を
中
国
に
送
還
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
こ
の
報
告
書
が
利
用
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

点
で
「
外
務
省
報
告
書
」
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
『
中
国
人
強
制
連
行
事
件
に
関
す
る

報
告
書
』
（
後
述
）
が
遺
骨
送
還
運
動
の
一
環
と
し
て
ま
と
め
ら

れ
る
が
、
そ
の
後
「
外
務
省
報
告
書
」
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
た
。

国
会
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
外
務
省
は
「
外
務
省
管

理
局
に
お
い
て
そ
う
い
う
調
書
の
作
成
を
い
た
し
た
そ
う
で
、
こ
ざ

い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
調
書
が
、
こ
ざ
い
ま
す
と
、
戦
犯
問
題
の
資

料
に
使
わ
れ
て
非
常
に
多
数
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

か
と
い
う
こ
と
で
、
全
部
焼
却
い
た
し
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
」
と

い
う
答
弁
を
繰
り
返
し
た
。
中
国
人
強
制
連
行
の
事
実
を
明
確
に

す
る
う
え
で
の
重
要
性
か
ら
、
そ
の
行
方
は
長
く
探
索
さ
れ
て
き

た
が
、
四
〇
数
年
を
経
て
一
九
九
三
年
五
月
一
七
日
の
N
H
K
テ

レ
ビ
の
報
道
「
発
見
、
幻
の
外
務
省
報
告
書
」
に
よ
っ
て
、
そ
の

存
在
が
再
び
確
認
さ
れ
た
。

3
、
遣
骨
調
査
の
広
が
り

　
中
国
人
遺
骨
の
調
査
は
各
方
面
の
厚
い
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
順
調

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
人
の
中
国
人
に
対
す

る
侮
蔑
意
識
、
戦
争
に
お
け
る
加
害
者
意
識
の
欠
如
な
ど
が
重
要

な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
一
年
四
月
、
あ
る
日
本

人
が
中
国
人
殺
害
事
件
を
通
し
て
「
日
本
人
の
中
に
は
、
中
国
人

に
対
す
る
蔑
視
感
が
根
強
く
し
み
と
お
っ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

『
チ
ャ
ン
コ
ロ
』
に
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。
…
－
中
国
人
に
と
っ

て
は
、
苦
い
屈
辱
の
経
験
を
思
い
出
さ
せ
る
『
支
那
」
と
い
う
言

葉
が
日
本
の
官
庁
、
新
聞
社
、
会
社
な
ど
正
式
文
書
か
ら
追
放
さ

れ
た
の
も
、
国
民
自
ら
の
反
省
の
上
に
た
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
最
近
ま
た
『
支
那
」
と
い
う
言
葉
の

『
復
活
』
が
強
調
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
、
ま
た
「
（
侮
辱
態
度
に
関

し
て
）
最
近
で
は
反
省
で
は
な
く
逆
に
そ
れ
が
公
然
と
横
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

る
」
と
当
時
の
日
本
社
会
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
一
方
、
日
本
に
連
行
さ
れ
た
中
国
人
虐
殺
事
件
の
真
相
が
判
る

に
つ
れ
て
現
場
の
労
働
者
の
中
に
は
「
日
本
人
を
む
し
ぱ
ん
で
い

た
残
虐
心
理
や
民
族
的
な
優
越
感
こ
そ
が
天
皇
制
の
存
続
を
今
日

ま
で
引
き
伸
ば
し
て
こ
ら
れ
た
唯
一
の
原
因
だ
」
と
反
省
し
、
ま

た
、
フ
一
の
徹
底
的
な
き
ゅ
う
（
マ
マ
）
明
に
よ
っ
て
真
に
日
本

を
民
主
化
し
、
新
中
国
の
人
民
と
も
一
時
も
早
く
心
か
ら
手
を
握
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り
合
っ
て
新
し
い
世
界
を
つ
く
っ
て
行
き
た
い
」
と
中
日
友
好
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

の
希
望
を
示
す
者
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
帰
国
三
団

体
な
ど
民
間
一
四
団
体
に
よ
っ
て
、
一
九
五
三
年
二
月
に
は
、
中

国
人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
（
以
下
「
中
央
慰
霊
実
行
委

員
会
」
と
略
称
）
が
結
成
さ
れ
、
事
件
の
調
査
、
遺
骨
の
収
納
を

全
面
的
に
開
始
し
た
。
し
か
し
、
地
方
の
報
告
は
死
亡
者
数
、
遺

骨
の
処
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
な
記
述
を
備
え
る
も
の
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

れ
で
、
断
片
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
各
地
で
は
日
中
友
好

協
会
を
中
心
と
す
る
日
本
人
と
在
日
華
僑
が
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、
地
方
の
活
動
を
主
体
的
に
担
い
、
遺
骨
調
査
、
収
集
と
慰
霊

祭
を
盛
ん
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、
中
国
政
府
に
釈
放
さ
れ
た
戦
犯
は
「
私
は
生
命
の
恩
人

で
あ
る
中
国
人
民
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
し
て
戦
争
は

　
　
　
　
　
（
鴉
）

も
う
真
っ
平
だ
」
と
決
意
し
平
和
の
生
活
を
望
ん
で
い
た
。
彼
ら

は
帰
国
後
、
「
中
国
帰
還
者
連
絡
会
」
を
設
立
し
、
中
国
侵
略
の

罪
行
を
告
白
す
る
と
同
時
に
中
日
友
好
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
同
会
が
準
備
会
設
立
（
一
九
五
六
年
）
後
直
ち
に
中

国
人
遣
骨
送
還
事
業
に
援
助
、
協
力
す
る
活
動
を
開
始
し
、
同
年

一
五
〇
七
五
名
の
署
名
と
二
八
九
八
〇
三
円
の
募
金
を
集
め
送
還

　
　
　
　
　
　
（
刎
）

事
業
に
貢
献
し
た
。
一
九
五
九
年
七
月
、
日
中
友
好
協
会
、
総
評

な
ど
民
間
一
七
団
体
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
に
「
中
国
人
俘
虜
殉
難

者
名
簿
共
同
作
成
実
行
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
前
述
の
「
外
務

省
報
告
書
」
及
び
「
事
業
場
報
告
書
」
、
そ
し
て
「
華
鮮
労
務
対

策
委
員
会
活
動
記
録
」
（
日
本
建
設
工
業
会
、
一
九
四
七
年
、
な

お
、
復
刻
版
は
ア
ジ
ア
問
題
研
究
所
よ
り
、
一
九
八
一
年
発
行
）

を
利
用
し
、
さ
ら
に
各
地
に
お
け
る
調
査
、
収
納
、
送
還
活
動
に

よ
っ
て
そ
の
内
容
を
補
充
し
、
「
中
国
人
強
制
連
行
事
件
に
関
す

る
報
告
書
」
全
四
篇
（
一
九
六
〇
／
六
四
年
）
が
ま
と
。
め
ら
れ
た
。

各
地
で
の
遺
骨
調
査
活
動
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
こ
の
民
間
報

告
書
は
「
外
務
省
報
告
書
」
の
内
容
を
具
体
的
に
検
証
し
、
実
情

を
明
ら
か
に
す
る
上
で
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

第
一
次
か
ら
第
八
次
ま
で
の
遺
骨
送
還
状
況
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
、

中
日
友
好
関
係
史
に
貴
重
な
記
録
を
残
し
た
。

三
　
遺
骨
送
還
の
実
現

1
、
一
／
九
次
の
遺
骨
送
還
　
　
　
　
　
　
　
。

　
中
国
人
遺
骨
調
査
活
動
は
四
年
近
く
も
続
き
、
そ
の
間
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肋
）

三
年
三
月
か
ら
五
月
ま
で
一
四
五
五
〇
人
の
日
本
人
が
続
々
と
帰

国
し
た
が
、
中
国
人
遺
骨
の
送
還
は
ま
だ
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
中
央
慰
霊
実
行
委
員
会
は
同
五
月
、
国
会
に
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対
す
る
請
願
書
お
よ
び
外
務
大
臣
宛
要
請
書
を
提
出
し
、
遺
骨
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舶
）

還
事
業
に
対
す
る
日
本
政
府
の
協
力
を
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
外
務
省
か
ら
は
、
三
団
体
の
代
表
並
び
に
帰
国

華
僑
が
、
自
分
の
荷
物
と
し
て
国
民
政
府
な
ど
と
の
関
係
で
差
し

支
え
な
い
範
囲
内
で
送
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
な
ら
ば
い
い
、
そ

れ
に
要
す
る
費
用
と
か
慰
霊
実
行
委
員
会
の
捧
送
団
、
宗
教
家
等

が
こ
れ
を
持
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
協
力
し
な
い
旨
、
回
答
が

　
　
（
η
）

あ
っ
た
。
そ
の
裏
に
日
本
人
の
引
揚
げ
が
終
わ
ら
ず
中
国
政
府
の

協
力
が
ま
だ
必
要
で
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
、
中
国
人
遺
骨
の
送

還
を
止
む
得
ず
認
め
る
が
、
国
民
政
府
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
こ

と
も
あ
り
、
敵
対
関
係
に
あ
る
共
産
主
義
国
家
の
中
国
に
行
う
た

ら
革
命
の
影
響
を
受
け
て
日
本
政
府
の
統
治
政
策
に
マ
イ
ナ
ス
を

も
た
ら
す
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
な
ど
の
事
情
が
あ
う
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
回
答
に
対
し
「
遺
骨
を
荷
物
と
し
て
「
帰
還
華
僑

に
持
た
せ
る
』
…
…
こ
と
で
、
政
府
の
事
件
に
た
い
す
る
一
貫
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

た
無
責
任
ぶ
り
を
ふ
た
た
び
示
し
た
」
と
同
委
員
会
は
厳
し
く
批

判
し
た
。
結
局
、
日
本
政
府
は
、
国
民
政
府
と
の
話
し
合
い
に
よ

っ
て
日
本
人
の
引
揚
船
の
往
路
に
中
国
人
遺
骨
を
乗
せ
て
い
く
こ

と
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
国
民
政
府
に
安
全
保
障
を
取
り
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

け
る
必
要
の
あ
る
引
揚
船
と
は
別
個
に
船
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
一
九
五
三
年
七
月
二
日
に
は
赤
十
字
船
黒
潮
丸
が

中
国
人
の
遣
骨
を
乗
せ
て
神
戸
か
ら
出
港
し
、
第
一
次
遣
骨
送
還

が
始
め
ら
れ
た
。
中
国
側
の
対
応
ぶ
り
に
つ
い
て
、
遣
骨
捧
持
団

団
長
の
菅
原
恵
慶
（
中
央
慰
霊
実
行
委
員
会
事
務
局
長
）
は
、

「
実
は
宗
教
を
排
撃
し
て
い
る
中
国
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な

扱
い
を
す
る
だ
ろ
う
と
田
心
っ
て
私
が
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
が
私
の
意
に
反
し
て
誠
に
鄭
重
な
国
民
儀
礼
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
っ
て
、
…
…
紅
十
字
会
の
招
待
に
私
が
出
た
と
き
に
は

、
李
徳
全
会
長
並
び
に
顧
閻
で
あ
る
慶
承
志
氏
は
私
の
手
を
取

っ
て
本
当
に
あ
な
た
は
中
日
両
国
の
た
め
に
人
道
上
よ
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

し
て
く
だ
さ
っ
た
、
あ
り
が
と
う
、
こ
ざ
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
を
伝
え
、
当
時
の
心
情
を
訴
え
た
。

　
中
国
人
遺
骨
送
還
は
一
九
五
三
年
七
月
か
ら
一
九
五
八
年
四
月

に
か
け
て
八
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
第
九
回
遺
骨
送
還

は
さ
ら
に
六
年
を
経
た
一
九
六
四
年
一
一
月
に
行
わ
れ
、
秋
田
、

長
野
、
岩
手
関
係
の
一
五
箱
の
遺
骨
と
と
も
に
連
行
さ
れ
た
中
国

人
三
四
二
九
〇
名
の
名
簿
も
中
国
に
運
ん
だ
。
ま
た
以
前
の
八
回

の
送
還
と
違
う
て
空
路
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
同
実
行
委
員
会

が
日
本
政
府
に
対
し
て
、
政
府
保
管
の
遺
骨
を
政
府
代
表
に
よ
っ

て
中
国
へ
送
還
す
る
よ
う
要
求
し
た
が
、
日
本
政
府
が
そ
れ
を
拒
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否
し
た
た
め
に
、
第
八
回
ま
で
の
よ
う
な
赤
十
字
船
に
よ
る
送
還

を
取
り
止
め
、
空
路
に
よ
る
民
間
団
体
独
自
の
送
還
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。

　
遺
骨
送
還
は
一
九
六
四
年
ま
で
九
回
に
わ
た
う
て
行
わ
れ
て
、

二
八
六
四
桂
（
内
一
〇
四
桂
重
複
）
の
遺
骨
が
日
本
民
間
人
と
在

日
華
僑
、
朝
鮮
人
の
手
に
よ
っ
て
中
国
に
送
ら
れ
た
。
最
後
の
遺

骨
送
還
捧
持
団
団
員
と
会
見
し
た
周
恩
来
総
理
は
、
こ
の
運
動
に

参
加
す
る
日
本
の
国
民
に
感
謝
し
た
上
、
中
日
両
国
の
平
和
と
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
引
）

好
の
関
係
を
世
々
代
々
に
わ
た
づ
て
強
め
て
い
き
た
い
と
訴
え
、

こ
の
運
動
に
対
す
る
中
国
政
府
の
態
度
及
び
将
来
の
中
日
友
好
関

係
へ
の
期
待
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
送
還
運
動
が
進
む
中
で
、
中
国
人
強
制
連
行
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
細
）

調
査
研
究
の
成
果
と
し
て
の
中
日
両
国
の
出
版
物
が
次
々
と
翻
訳

さ
れ
、
こ
の
運
動
の
影
響
が
広
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

2
、
中
国
紅
十
字
会
の
訪
日

　
従
来
、
紅
十
字
会
と
日
本
国
民
が
参
与
し
た
遺
骨
送
還
運
動
は

民
間
友
好
運
動
と
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
が
、
「
群
衆
組
織
」
（
大

衆
組
織
）
で
あ
る
と
さ
れ
る
紅
十
字
会
と
は
い
ウ
た
い
ど
の
よ
う

な
性
質
の
団
体
で
あ
る
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
「
群
衆
組
織
」
は
、
本
来
国
家
や
政
府
と
関
係
の
な
い
国
家
組

織
に
直
接
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
組
織
・
団
体
を
指
す
が
、
中

国
で
は
共
産
党
の
許
可
な
し
に
は
、
自
由
に
団
体
を
結
成
す
る
こ

と
は
ま
だ
で
き
な
い
。
紅
十
字
会
も
政
府
や
党
の
意
向
か
ら
独
立

し
た
純
粋
な
民
間
団
体
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
、

政
府
レ
ベ
ル
の
交
流
が
不
可
能
な
時
期
に
お
い
て
、
紅
十
字
会
が

「
民
間
団
体
」
と
し
て
日
本
民
間
人
と
交
流
活
動
を
行
う
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
三
年
三
月
、
帰
国
二
団
体
の
代
表
団
長
で
あ
っ
た
島
津

日
赤
社
長
は
、
日
本
人
の
引
揚
げ
に
協
力
し
た
中
国
側
の
好
意
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鴉
）

な
援
助
に
感
謝
す
る
た
め
、
紅
十
字
会
の
来
日
を
要
請
し
た
。

　
し
か
し
、
「
日
葦
平
和
条
約
」
の
締
結
に
よ
っ
て
悪
化
し
た
中

日
関
係
の
中
で
、
中
国
か
ら
の
代
表
団
の
来
日
を
日
本
政
府
が
簡

単
に
認
め
る
わ
け
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
「
邦
人
引
揚
げ
問

題
の
促
進
に
貢
献
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
点
、
又
こ
れ
に

関
連
い
た
し
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
こ
れ
が
純
粋
の
引
揚
げ
と
い
う
人

道
問
題
以
外
の
問
題
に
い
ろ
い
ろ
利
用
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

と
が
な
い
か
」
（
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
中
川
融
）
と
い
う
も
の
で

あ
う
た
が
、
一
方
、
台
湾
と
の
関
係
を
十
分
考
慮
に
入
れ
た
こ
と

も
後
述
の
董
顕
光
の
発
言
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
日
中
友
好
協
会
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
を
全
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国
に
呼
び
か
け
た
。
一
九
五
四
年
二
月
、
中
国
帰
還
者
全
国
連
絡

会
と
東
京
都
帰
国
者
友
の
会
で
紅
十
字
会
の
招
請
の
た
め
の
具
体

策
を
協
議
し
、
正
式
に
「
中
国
紅
十
字
会
代
表
招
請
帰
国
者
実
行

委
員
会
」
を
結
成
し
た
。
同
時
に
、
地
方
議
会
、
総
評
な
ど
各
界

各
層
の
広
範
な
要
請
及
び
日
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
と
衆
参
両
院

引
揚
げ
特
別
委
員
会
ら
を
中
心
と
な
っ
た
超
党
派
の
提
案
を
受
け

て
、
五
月
、
衆
参
両
院
が
相
前
後
し
て
、
こ
の
招
請
問
題
に
つ
い

て
政
府
は
善
処
す
る
よ
う
に
と
い
う
「
招
請
決
議
」
を
採
択
し
た
。

七
月
、
日
本
政
府
は
国
民
の
圧
力
の
下
で
、
ま
た
、
日
赤
か
ら

「
本
件
を
政
治
的
の
目
的
に
は
決
し
て
利
用
し
な
い
」
と
い
う
約

束
を
得
た
上
で
「
院
議
を
尊
重
す
る
」
と
中
国
紅
十
字
会
代
表
の

　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

日
本
入
国
を
許
可
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
民
政
府
駐
日
大
使
董

顕
光
は
記
者
会
見
で
甚
だ
遺
憾
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
不
利
な

　
　
　
　
　
　
＾
脆
）

こ
と
だ
と
抗
議
し
た
。

　
一
九
五
四
年
一
〇
月
三
〇
目
、
李
徳
全
団
長
、
慶
承
志
副
団
長

を
は
じ
め
と
す
る
紅
十
字
会
代
表
団
の
来
日
が
実
現
し
た
。
日
本

各
新
聞
は
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
紅
十
字
会
の
活
動
を
報
道
し
、

「
李
徳
全
ブ
ー
ム
」
を
引
き
起
こ
し
た
。
警
視
庁
は
中
国
か
ら
の

初
の
代
表
団
に
対
す
る
右
翼
や
台
湾
系
特
務
の
破
壊
活
動
を
警
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帥
）

し
て
、
代
表
団
の
周
り
を
厳
し
く
警
備
し
た
。
一
方
、
日
本
政
府

と
の
問
に
約
束
が
あ
る
日
赤
の
立
場
を
配
慮
し
て
、
代
表
団
が
日

本
政
府
を
批
判
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
中
国
紅
十
字
会
代
表
団
の
初
訪
日
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立

後
の
日
本
へ
の
要
人
訪
問
の
第
一
陣
と
な
っ
た
。
中
日
国
交
が
な

い
時
代
に
、
中
国
政
府
は
積
極
的
に
民
間
交
流
を
通
じ
て
「
以
民

促
官
」
に
よ
っ
て
国
交
樹
立
を
目
指
す
路
線
を
取
っ
た
が
、
そ
の

中
で
、
紅
十
字
会
の
訪
日
は
璽
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

3
、
劉
連
仁
事
件

　
二
回
目
に
訪
日
し
た
中
国
紅
十
字
会
が
帰
国
し
て
ま
も
な
く
、

一
九
五
八
年
二
月
九
日
、
二
二
年
間
に
わ
た
っ
て
北
海
道
の
山
中

で
孤
独
な
脱
走
生
活
を
続
け
て
い
た
劉
連
仁
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
事
件
は
日
本
、
中
国
と
世
界
中
に
報
道
さ
れ
「
劉
連
仁
シ
ョ
ッ

ク
」
が
起
こ
っ
た
。

　
『
日
本
と
中
国
」
は
発
見
直
後
の
二
月
一
一
日
、
事
件
を
報
道

し
「
劉
氏
の
出
現
は
日
本
の
中
国
に
対
す
る
賠
償
問
題
の
最
も
明

確
な
実
例
と
も
な
り
、
政
府
と
し
て
は
対
中
国
の
賠
償
を
無
視
で

き
な
い
結
果
と
な
う
て
い
る
」
と
賠
償
問
題
を
提
起
し
、
俘
虜
と

し
て
の
劉
氏
を
中
国
に
送
還
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
政
府
の
責

任
を
追
究
し
た
。
『
朝
日
新
聞
』
は
「
夫
が
日
本
軍
に
強
制
連
行

さ
れ
た
と
き
は
妊
娠
中
で
あ
っ
た
」
劉
氏
の
妻
及
び
家
族
の
状
況
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を
紹
介
し
、
劉
氏
が
「
日
本
軍
の
手
で
強
制
労
働
者
と
し
て
」
連

　
　
　
　
　
　
　
（
蝸
）

行
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。
中
国
で
こ
の
事
件
に
関
し
て
最
も
早
く

報
道
し
た
の
は
『
人
民
日
報
』
で
あ
る
。
同
紙
は
一
九
五
八
年
二

月
二
八
日
、
「
難
胞
劉
連
仁
重
見
天
日
」
（
受
難
の
同
胞
劉
連
仁
は

再
び
太
陽
を
見
る
）
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
が
、
記
事
の
内
容

は
日
本
共
産
党
の
『
赤
旗
』
σ
記
事
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
り
、

中
国
政
府
の
意
見
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
日
本
政
府
の
態

度
は
中
国
人
民
か
ら
の
強
い
反
発
を
招
い
た
。
三
月
七
日
付
の

『
人
民
日
報
』
の
読
者
論
壇
に
は
、
日
本
政
府
が
早
急
に
劉
連
仁

を
帰
国
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
求
し
、
そ
の
無
責
任
な
態
度
を
厳
し

く
追
及
し
た
抗
議
文
が
載
せ
ら
れ
た
。
同
時
に
、
中
国
紅
十
字
会

ス
ポ
i
ク
ス
マ
ン
は
「
日
本
政
府
は
劉
連
仁
事
件
の
す
べ
て
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
g
）

い
て
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
談
話
を
発
表
し
日
本
政

府
の
責
任
を
強
く
追
及
し
た
。

　
こ
の
事
件
が
報
適
さ
れ
た
後
、
札
幌
の
在
日
華
僑
、
日
本
の
民

問
団
体
は
直
ち
に
援
助
活
動
を
行
っ
た
。
同
時
に
、
劉
連
仁
を
支

援
す
る
国
民
的
運
動
が
東
京
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
劉
連
仁
の

身
分
を
め
ぐ
っ
て
三
月
二
五
日
、
衆
議
院
で
吉
田
法
晴
議
員
の
質

問
に
対
し
、
板
垣
修
外
務
省
ア
ジ
ア
局
長
は
「
俘
虜
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
全
部
身
分
が
俘
虜
で
あ
っ
た
も
の
も
、
現
地
で
日
本
に

送
る
前
に
身
分
を
切
り
替
え
ま
し
て
、
雇
用
契
約
の
形
で
み
な
日

　
　
　
　
　
　
＾
4
0
）

本
に
き
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の
答
弁
で
は
日
本
政

府
は
、
連
行
さ
れ
た
中
国
人
が
俘
虜
で
は
な
く
契
約
労
働
者
で
あ

る
と
強
弁
し
、
強
制
連
行
の
事
実
を
否
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
は
「
外
務
省
報
告
書
」
は
「
華
エ
ヲ
半
強
制
的
二
供
出
セ
ザ
ル

　
　
（
仙
）

ヲ
得
ザ
ル
」
と
半
強
制
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
、
岸
信
介
首
相
は

法
律
上
の
議
論
で
は
な
し
に
人
道
の
立
場
か
ら
早
く
送
還
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
〃
）

自
ら
の
戦
争
責
任
を
免
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
当
時
の
岸
信
介
首
相
は
、
中
国
人
強
制
連
行
に
関
す
る
閣
議
決

定
時
の
商
工
大
臣
で
あ
り
、
そ
の
政
策
決
定
の
最
高
責
任
者
で
あ

る
。
侵
略
戦
争
の
主
要
な
発
動
者
の
一
人
で
あ
る
A
級
戦
犯
容
疑

者
岸
は
、
一
九
四
八
年
二
一
月
、
ア
メ
リ
カ
の
手
で
戦
犯
収
容
所

か
ら
釈
放
さ
れ
、
一
九
五
七
年
二
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
支
持
を
後

ろ
盾
と
し
て
首
相
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
も
つ
岸

信
介
は
、
劉
連
仁
の
俘
虜
身
分
を
認
め
た
ら
自
分
の
戦
争
責
任
が

当
然
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
戦
争
賠
償
問
題
も
出
て
く
る
。
複

雑
な
政
治
的
な
背
景
が
絡
む
劉
連
仁
事
件
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ

け
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
が
当
時
の
政
治
状
況
を
よ
く
反
映
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
一
五
年
に
わ
た
る
日
本
の
侵
略
戦
争
は
、
中
国
人
に
多
大
な
損

害
と
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
人
に
も
多
く
の

不
幸
を
与
え
た
。
戦
後
、
加
害
者
で
あ
る
と
と
も
に
被
害
者
で
も

あ
る
日
本
国
民
は
、
戦
争
へ
の
反
対
及
び
平
和
の
生
活
に
対
す
る

憧
れ
の
気
持
ち
が
強
く
、
中
国
と
の
友
好
関
係
を
築
い
て
ほ
し
い

と
考
え
る
人
が
多
か
っ
た
。
特
に
中
国
政
府
の
寛
大
な
政
策
に
よ

っ
て
釈
放
さ
れ
た
戦
犯
た
ち
に
は
、
中
国
政
府
か
ら
の
人
道
的
な

待
遇
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
持
つ
人
が
多
数
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
反
省
の
立
場
に
立
っ
て
心
か
ら
中
国
人
と
の
友
好
を
希
望

し
、
そ
の
気
持
ち
を
中
国
人
遺
骨
送
還
運
動
の
参
与
に
具
現
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
中
国
と
の
友
好
関
係
を
保
つ
こ
と
は
日
本
の
経
済
界
に

と
っ
て
、
対
中
貿
易
の
発
展
に
つ
な
が
り
経
済
的
な
利
益
を
も
た

ら
す
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
同
時
に
、
中
日
国
交
未
回
復
の
状
況

下
に
お
い
て
行
わ
れ
た
在
中
国
残
留
日
本
人
の
引
揚
げ
に
対
し
、

日
本
の
留
守
家
族
達
は
そ
れ
に
協
力
す
る
中
国
政
府
及
び
そ
の
人

民
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
づ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
中
国

人
遣
骨
送
還
運
動
が
日
本
国
民
に
広
が
っ
た
要
因
と
見
ら
れ
る
。

運
動
の
問
題
点
と
し
て
は
中
央
慰
霊
委
員
会
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う

に
日
本
人
遣
骨
と
の
交
換
的
な
「
遺
骨
相
互
送
還
」
の
誤
っ
た
考

　
　
（
珊
）

え
方
な
ど
が
一
部
の
人
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
中
国
人
遺
骨
送
還
運
動
は
中
国
政
府
の
「
国
民
外
交
」
の
中
の

典
型
的
な
事
例
の
一
つ
で
あ
り
、
戦
後
の
中
日
関
係
に
重
要
な
地

位
を
占
め
た
と
言
え
る
。
特
に
、
実
質
的
に
中
国
共
産
党
の
指
導

下
に
置
か
れ
た
中
国
紅
十
字
会
は
、
遺
骨
送
還
運
動
の
中
で
日
本

の
民
間
人
及
ぴ
中
日
友
好
を
希
望
す
る
日
本
政
府
関
係
者
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
中
国
政
府
の
国
交
樹
立
の
方
針
を
日
本
人
に
伝
え

た
。
こ
う
し
て
、
中
国
政
府
の
「
民
問
先
行
」
、
「
以
民
促
官
」
の

方
針
が
遺
骨
送
還
な
ど
に
参
加
す
る
民
間
人
の
活
動
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
中
日
友
好
交
流
は
遺
骨
送
還
な
ど
具
体

的
な
活
動
を
経
て
、
国
民
的
国
交
樹
立
運
動
に
発
展
し
、
一
九
七

二
年
の
国
交
回
復
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
そ
し
て
、
ぞ
の
交
流
は
中
日
国
交
回
復
後
も
続
い
て
い
る
。
そ

れ
は
連
行
さ
れ
た
中
国
人
の
生
存
者
や
遺
族
に
つ
い
て
の
調
査
及

び
日
本
の
関
係
企
業
、
日
本
政
府
に
対
す
る
賠
償
要
求
間
題
な
ど

で
あ
る
。

　
一
九
八
七
年
六
月
に
は
花
岡
事
件
の
生
存
者
歌
詩
が
日
本
の

「
中
国
人
強
制
連
行
を
考
え
る
会
」
（
略
称
「
考
え
る
会
」
）
と
い
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う
市
民
団
体
の
協
力
で
来
日
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
、
生
存
者
の
初

め
て
の
訪
日
で
あ
る
。
以
降
、
「
考
え
る
会
」
な
ど
市
民
団
体
と

中
国
側
の
河
北
大
学
、
「
花
岡
受
害
者
聯
誼
会
」
等
の
協
力
に
よ

っ
て
、
連
行
さ
れ
た
中
国
人
生
存
者
、
遺
族
の
行
方
が
次
々
と
確

認
さ
れ
、
訪
日
も
実
現
し
た
。
ま
た
、
同
聯
誼
会
の
鹿
島
建
設
に

対
す
る
賠
償
要
求
が
火
口
を
切
り
、
各
事
業
場
に
連
行
さ
れ
た
中

国
人
が
い
く
つ
か
の
関
係
会
社
に
賠
償
要
求
を
提
出
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
す
べ
て
中
日
両
国
の
民
間
の
人
々
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
国
交
回
復
前
の
中
国
人
遺
骨
送
還
運
動

を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
人
に
よ
う
て
促
成

さ
れ
る
中
日
友
好
交
流
の
あ
り
方
は
、
高
く
評
価
で
き
よ
う
。

（
1
）
「
中
国
人
民
政
治
協
商
会
議
共
同
綱
領
（
第
七
章
・
外
交
政

策
）
」
、
外
務
省
ア
ジ
ア
周
中
国
課
監
修
『
日
中
関
係
基
本
資
料
集

　
（
一
九
四
九
年
－
一
九
六
九
年
）
』
霞
山
会
、
一
九
七
〇
年
、
三
頁
参

　
照（

2
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日

（
3
）
　
同
上
、
一
九
四
五
年
九
月
二
八
日
社
説
「
対
支
態
度
の
究
明
」

（
4
）
　
「
中
国
人
民
銀
行
・
国
際
経
済
会
議
発
起
人
南
漢
臣
よ
り
の
書

簡
」
、
日
中
貿
易
促
進
議
員
連
盟
『
日
中
関
係
資
料
集
（
一
九
四
五

　
／
一
九
六
六
）
』
同
連
盟
、
一
九
六
七
年
、
二
一
西
頁

（
5
）
　
「
高
良
と
み
挨
拶
」
、
同
上
、
二
二
七
頁
参
照

（
6
）
　
「
高
良
と
み
挨
拶
」
、
同
上
、
＝
二
七
頁

（
7
）
　
『
東
京
新
聞
』
一
九
五
〇
年
七
月
一
一
日

（
8
）
　
古
川
万
太
郎
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
原
書
房
、
一
九
八
八
年
、

　
五
八
貢
参
照

（
9
）
　
「
中
共
地
区
残
留
邦
人
の
引
揚
げ
問
題
に
関
す
る
北
京
放
送
」
、

　
前
掲
『
日
中
関
係
基
本
資
料
集
（
一
九
四
九
年
／
一
九
六
九
年
）
」

　
四
七
／
四
八
参
照

（
1
0
）
　
田
中
宏
ほ
か
解
説
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
」
明
石
書
店
、
一

　
九
八
七
年
、
四
〇
一
頁

（
1
1
）
　
同
上
、
四
〇
二
頁
参
照

（
〃
）
　
昭
和
二
五
年
四
月
三
日
第
七
回
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録

　
第
二
二
号
、
田
中
宏
ほ
か
編
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』
明

　
石
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
五
頁
参
照

（
1
3
）
　
同
上

（
1
4
）
　
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
〇
五
頁
参
照

（
1
5
）
　
劉
智
渠
述
・
劉
永
藍
ほ
か
記
一
『
花
岡
事
件
－
日
本
に
俘
虜
と
な

　
っ
た
中
国
人
の
手
記
」
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
隼
、
六
頁
。
な
お
、

　
本
書
は
一
九
五
一
年
、
中
国
人
俘
虜
犠
牲
者
善
後
委
員
会
よ
り
刊
行

　
さ
れ
た
も
の
の
再
刊
。

（
1
6
）
　
田
中
宏
『
検
証
中
国
人
強
制
連
行
－
歴
史
を
知
る
シ
リ
ー
ズ
』

　
臼
本
中
国
友
好
協
会
全
国
本
部
、
一
九
九
四
年
、
五
頁

（
1
7
）
　
N
H
K
取
材
班
『
幻
の
外
務
省
報
告
書
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

　
一
九
九
四
年
、
一
四
／
一
五
頁

（
1
8
）
昭
和
三
五
年
五
旦
二
日
第
三
四
回
国
会
衆
議
院
日
米
安
全
保
障

　
条
約
特
別
委
員
会
議
録
第
二
七
号
、
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
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の
記
録
』
一
五
四
頁

（
1
9
）
　
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
二
四
頁
参
照

（
2
0
）
　
『
日
本
と
中
国
』
一
九
五
一
年
四
月
一
〇
日

（
2
1
）
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
〇
三
頁

（
2
2
）
　
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
一
五
頁
参
照

（
2
3
）
　
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
五
四
年
九
月
五
日

（
2
4
）
　
中
国
帰
還
者
連
絡
会
編
『
帰
っ
て
き
た
戦
犯
た
ち
の
後
半
生

　
中
国
帰
還
者
連
絡
会
の
四
十
年
』
新
風
書
房
、
一
九
九
六
年
、
四
二

頁
参
照

（
2
5
）
　
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
一
一
頁
参
照

（
2
6
）
　
同
上
、
四
一
一
頁

（
2
7
）
　
昭
和
二
八
年
六
月
二
四
日
第
ニ
ハ
回
国
会
衆
議
院
海
外
同
胞
引

　
揚
及
ぴ
適
家
族
援
護
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
議
録
第
五
号
、
前

　
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』
四
五
頁
参
照

（
2
8
）
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
二
頁

（
2
9
）
　
昭
和
二
九
年
八
月
九
日
参
議
院
厚
生
委
員
会
（
第
一
九
回
国
会

　
継
続
）
会
議
録
第
一
号
、
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』

　
八
一
頁
、
八
三
頁
参
照

（
3
0
）
　
昭
和
二
九
年
八
月
ニ
ハ
日
参
議
院
厚
生
委
員
会
中
国
人
俘
虜
殉

　
難
者
遣
骨
送
還
に
関
す
る
小
委
員
会
（
第
一
九
回
国
会
継
続
）
会
議

　
録
第
一
号
、
同
上
、
九
〇
頁

（
3
1
）
　
『
日
本
と
中
国
」
一
九
六
四
年
一
二
月
＝
一
日
参
照

（
3
2
）
　
王
陵
節
訳
『
花
岡
惨
案
』
（
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九
五
五
年
、

　
原
文
は
劉
智
渠
口
述
『
花
岡
事
件
』
）
、
三
好
一
訳
『
穴
に
隠
れ
て
十

　
四
年
』
（
新
読
書
社
、
一
九
五
九
年
。
原
文
は
上
海
『
新
民
晩
報
』

記
者
欧
陽
文
彬
が
一
九
五
八
年
同
紙
に
載
せ
た
記
事
）
な
ど
。

（
3
3
）
　
日
本
中
国
友
好
協
会
（
正
統
）
中
央
本
部
編
『
日
中
友
好
運
動

史
』
青
年
出
版
社
、
一
九
七
五
年
、
六
四
頁

（
3
4
）
　
昭
和
二
九
年
八
月
九
日
参
議
院
厚
生
委
員
会
（
第
一
九
回
国
会

継
続
）
会
議
録
第
一
号
、
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』

　
七
六
頁

（
3
5
）
　
同
上

（
3
6
）
　
『
朝
日
新
聞
』
一
九
五
四
年
一
〇
月
二
七
日
参
照

（
3
7
）
　
前
掲
『
日
中
戦
後
関
係
史
』
一
〇
七
－
一
〇
八
頁
参
照

（
3
8
）
　
『
朝
日
新
闘
』
一
九
五
八
年
三
月
二
四
日

（
3
9
）
　
「
中
国
紅
十
字
会
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
の
談
話
」
、
日
中
国
交
回
復

　
促
進
議
員
連
盟
編
『
日
中
国
交
回
復
関
係
資
料
集
』
日
中
国
交
資
料

　
委
員
会
、
一
九
七
二
年
、
三
六
七
／
三
六
九
貫
参
照

（
4
0
）
　
昭
和
三
三
年
三
月
二
五
日
第
二
八
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会

　
第
二
分
科
会
会
議
録
第
三
号
、
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記

　
録
』
二
一
八
頁

（
4
1
）
　
外
務
省
管
理
局
「
華
人
労
務
者
就
労
事
惰
調
査
報
告
書
」
第
一

　
分
冊
、
一
九
四
六
年
、
一
九
頁
（
こ
の
報
告
書
の
復
刻
版
は
一
九
九

　
五
年
、
現
代
書
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
は

　
原
資
料
を
参
考
し
た
）

（
4
2
）
　
昭
和
三
三
年
三
月
二
九
日
第
二
八
回
国
会
参
議
院
予
算
委
員
会

　
会
議
録
第
二
〇
号
、
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
の
記
録
』
＝
二

　
五
頁
参
照

（
4
3
）
　
前
掲
『
資
料
中
国
人
強
制
連
行
』
四
九
二
頁
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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